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自動車部品工業会「月刊自動車部品」4月号

「ロシア自動車市場の現状と展望」（後編）

株式会社ローランド･ベルガー

西野聡子

（前編に続く）

6.  主要自動車メーカーの動向

7.  部品メーカーの動向

8. リスクの高いロシア自動車市場

9.  ロシア市場で成功するために

前編（自動車部品 2007 年 3 月号）では、ロシア自動車市場の動向、産業政策を中心に紹介した。

本編では、ロシアに既に進出している自動車メーカー及び自動車部品メーカーの動向について

まとめてみた。

6. 主要自動車メーカーの動向

ロシアの自動車市場は 2005 年には対前年比 10%、2006 年には同 21%も拡大した（図表

1．ロシアでの自動車販売台数推移）。市場は想像を超える急速な勢いで伸張しているが、

その成長の牽引役となっているのはグローバル自動車メーカーである。グローバル自動車

メーカーのみの販売台数を比較すると、2006 年には約 65%増で初の 100 万台超を記録した。

人口 1000 万人を超える首都モスクワでは、日本の都市ではあまり見かけないような 1000

万円以上する超高級車が走る光景が日常的にみられる。街中のメガスーパー（超大型量販

店）には人並みが絶えない。グローバル自動車メーカーの多くは、こうしたロシアにおけ

る個人消費の好調さ、特に外国車を好む中高所得者層に支えられ、2000 年以降飛躍的にシ

ェアを伸張させている。急速な市場の伸びを見せるグローバル自動車メーカーであるが、

果たして今後も成長を続けることができるのだろうか？

    2006 年の販売ランキング（図表２.ロシアにおけるブランド別販売台数）をみるとロ

シアの主要外国車メーカーの多くが高順位に名を連ねている。すでに現地生産もしくは委

託生産を行っているメーカーがフォード、GM（ロシア国産メーカー・アフトワズと GM の合

弁）、現代自動車、ルノーである。現地生産計画を発表しているのがトヨタ、日産、さら

に本格的な合弁生産の検討開始を発表したいすゞ（図表３．ロシア現地メーカーと海外自

動車メーカーの提携関係）である。三菱は現地生産を行っていないがロシアにおける販売

はトヨタに次ぎ好調である。その他、ロシア現地メーカーの GAZ、OKA、UAZ などがある

（図表４．ロシア主要メーカーとロケーション、図表５．ロシア現地メーカーのプロフィ

ール）。
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図 1：ロシアでの自動車販売台数推移

図 2：ロシアにおけるブランド別販売台数及び伸び率

217
406

604
944

1,117 1,241 1,341 1,412 1,509 1,640 1,782

3

5

11

22
37

66
96

126
148

167
183

811

837
780

745
687

641
604

614
605

615
613

161

152
147

161
163

175
172

175
178

179
177

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

2003 2004 2005 2006E 2007E 2008E 2009E 2010E 2011E 2012E 2013E

商用車・ロシア

乗用車・ロシア

商用車・海外

乗用車・海外

年平均 +16% 年平均 +6%

出所: J.D.Power, ローランド･ベルガー

ロシア自動車販売台数推移（実績&予測、千台）

出所: ASM Holding, state statistics, ローランド･ベルガー

85
6761585549474643

28252321161210 9 9 9 8 7 6 6 6 5 5 4 4 4 9

711

А
вт
оВ
А
З

H
yu

nd
ai

C
he

vr
ol

et

To
yo

ta

Fo
rd

M
its

ub
is

hi

D
ae

w
oo ГА
З

N
is

sa
n

O
K

A

R
en

au
lt

K
ia

УА
З

M
az

da И
Ж VW

Su
zu

ki

O
pe

l

Pe
ug

eo
t

H
on

da

Sk
od

a

C
itr

oe
n

B
M

W

A
ud

i

Vo
lv

o

Le
xu

s

M
er

ce
de

s-
B

en
z

Su
ba

ru

La
nd

R
ov

er

G
re

at
W

al
l

O
th

er
s

ロシアでの乗用車販売台数（2005年、千台）および対前年伸び率（%）

+1
.4

+6
8.

5
+1

7.
7

+3
8.

4
+5

2.
5

+8
3.

2
+3

7.
4

-3
2.

5
+6

3.
5

-2
7.

8
+8

1.
1

+3
5.

9
+2

7.
4

+1
46

.6
-4

3.
4

+5
7.

3
+5

3.
5

+2
.7

+4
8.

2

+6
0.

0

+1
3.

6

+3
8.

8

+3
1.

7
+4

9.
1

+1
3.

2
+5

0.
9

+2
0.

8
+1

0.
6

+6
6.

6

+6
7.

5
N

.A
.

：海外ブランド車



3

図 3：ロシア現地メーカーと海外自動車メーカーの提携関係

図 4：ロシア主要メーカーとロケーション

ロシアの主要メーカーとロケーション

出所： 各社HP、記事・雑誌報道 注： ルノートラックとのエンジン生産のライセンス契約
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図 5：ロシア現地メーカーのプロフィール

フォードは、2006 年に対前年比 92%増の 115,900 台を販売し、販売ランキングで初の

トップに躍り出た。2002 年に外国自動車メーカーとして初の自社工場による現地生産を開始し

ている。一方、昨年まで外国車メーカーとして販売トップであった現代自動車は対前年比約

18%増の 10 万台超えをしたものの、フォードに座を譲っている。ロシアで最も売れている海外

ブランド車が GM とアフトワズ（ロシア最大の現地メーカー）との合弁による車であり、シボレ

ーブランドとして販売されている。

日本メーカーがロシアで現地生産を計画

    2007 年末にはトヨタが現地生産を開始する予定である。

周知の通り、同社は、2007 年には日系メーカーで初の現地生産を開始する。2005 年 6 月に

サンクトペテルブルグ近郊に着工、建物の建設は既に終了し 3 月より工作機械の搬入が始

まるようだ。先頃、生産開始を 2007 年 12 月 24 日週と具体的に公表しており、当初計画が

順調に進んでいることが伺われる。生産能力は当初 2万台であるが、将来的には需要動向

を見極めながら、カローラや RAV4 など車種を順次生産、フルラインナップでの生産体制

を検討しているようだ。トヨタが BRICs 市場向けに開発中の低価格戦略小型車の生産も想

定されている。

販売面においても、2002 年にロシアにレクサスブランドを投入、新富裕者層を中心として

販売の好調が続いている。トヨタ車の人気は高く、現在、人気車種で納車待ちが長いもの

は RAV4 とカムリで、大体 3-4 ヶ月待ち、モデル末期のカローラでも 1ヶ月待ちの納車と

いわれている。販売網の整備も急ピッチで進めている。ロシア国内での販売店舗は現在約

30 店舗であるが、2007 年末までに 50 近くまで増やすことを計画しているようだ。米国で

見られるようなメガディーラーを増やす計画だ。既に、モスクワ市内に 3つのメガディー

ラーを展開している。

日産も、2009 年にサンクトペテルブルグ近郊で現地生産を開始する。2006 年 9 月にイ

ンフィニティ・ブランドを導入、販売を急速に伸張させており、最近では既存の販売網の

リストラを行いながら店舗をメガディーラー型へ転換させており、トヨタの販売戦略と類

似している。
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7. 主要部品メーカーの動向

ロシアでは、旧ソ連時代以来、多くの自動車部品は国産完成車メーカーで内製されてきた。

そのため、ごく最近まで近代的なサプライヤー市場は構築されておらず、世界的にみてもロシ

アのサプライヤーは競争力が低い。中国、インドなどに比べてもサプライヤー産業は育ってい

ない。前編で紹介したように、世界トップ 20 のサプライヤーは中東欧に 150 もの生産拠点を抱

えてはいるが、ロシアへの進出はまだ僅かである。そのため、ロシアに進出を決めたトヨタも

当面はカムリをノックダウン生産する予定である。とはいえ、グローバル完成車メーカーが相

次いでロシア市場での現地生産を決め、また、旧ソ連時代に国産完成車メーカーで内製されて

いた部品の外注の増加が予想される中、海外サプライヤーのビジネス機会は今後確実に増える

ものと予想される。

日系サプライヤーでは、トヨタ紡織が 2006 年 4 月、日系サプライヤーとしては初のロシア

進出を行った。2007 年末のトヨタ・サンクトペテルブルグ工場稼動に伴い、カムリ向けのシー

ト生産を開始する予定としている。同工場はトヨタの工場敷地内に建設されることになってい

る。また、デンソーは、2006 年 10 月にモスクワに事務所を開設、主にトヨタ向けの技術サポ

ートやサービス体制の構築、ロシア市場に関する調査や情報収集などを行う計画であるが、現

地生産の計画は発表していない。愛三工業も、2005 年に、ロシアのサプライヤー2 社へ自動車

用燃料ポンプの技術援助で合意したと発表している。トヨタは現地調達率を 2009 年迄に 50%レ

ベルまで引き上げる計画がある。その頃までにはトヨタ系を含むサプライヤー各社がロシアで

のサプライヤーとしての需要を見極め、現地進出が増えてくるのではないかと予想される。

また、旭硝子（同社の欧州子会社・グラバーベル社）は、1997 年にロシア最大の板ガラス

メーカーであるボル・グラースワークス社の買収によりロシアに進出、現地関連企業の生産拠

点を改良することにより日欧市場並の品質・コスト競争力を確保している。既に、トヨタカム

リ向けのガラスの受注が確定し、現在、10 億円強をかけ加工設備を最新設備に切り替えつつあ

る。

欧米系サプライヤーでは(図表６－１／６－２ ロシアへの主要進出サプライヤー)、シー

ト関連でジョンソン･コントロールズ、オートリブ、Lear が進出している。ジョンソン・コン

トロールズは完成車メーカーに追随する形で進出した最初の外資サプライヤーであり、Lear は

労働力と敷地を賃借する形態で、GAZ が内製していたシート製造部門を引継いだ。タイヤでは、

ミシュラン、コンチネンタルが進出している。いずれも、完成車工場に近い場所での生産に適

した内外装製品である。

他、欧州系では、Bosch（点火プラグ、ガソリン点火システム ）、ZF（ギアボックス）、

Automotive Lighting(各種ライト)、 Siemens VDO（コンビネーションメーター）。米国系では、

Delphi （ワイヤーハーネス）、Lear （シート）、Tenneco （排気システム）、TRW（ブレー

キ・スイッチ）など、グローバル売上高ランキングのトップに名を連ねる大手サプライヤーが

進出している。
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図 6-1：主な欧州系ロシア進出サプライヤー

図 6-2：主な米系ロシア進出サプライヤー

8. リスクの高いロシア市場

しかしながら、既に現地進出をしている自動車メーカーに目を向けてみると、ロシア

への進出は非常に厳しいものであることが伺われる。

労使関係の難しさ

    FORD は、2002 年に外国自動車メーカーとして初の現地生産を行ったメーカーである。

先に述べた通り、2006 年の販売は非常に好調であるが、2007 年 2 月にはストにより生産が
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出所: 新聞雑誌記事、Marklines

• 08年夏に、ロシアに2番目の現地工場を稼動

させる旨発表
– 生産品目：ヘッドライト、リアライト（ダチア

「ロガン」向けの供給）
• すでにロシア西部、Ryazan に工場があり、

AvtoVAZ, GM –AvtoVAZ, GAZ などに供給

している

Siemens VDO
• 1996年タタルスタン共和国に合弁生産会

社設立
– 生産品目：コンビネーションメーター

• ロシアのエンジニアリングサービス会社
NPP ELCAR との合弁で、モスクワに会社
設立（05年）

– 業務内容：電子エンジンマネジメントシス
テムの開発

Michelin
• 2002年、モスクワ州に単独進出の生産拠点
を設立（04年稼動）
– 投資額： 約8,800万ユーロ（05年迄）
– 雇用： 約800名

Bosch • 1997年、ロシア・サラトフ州に生産工場設

置
– 生産品目： 点火プラグ、ガソリン点火シ

ステム部品
• 「Bosch はモスクワもしくはサンクトペテル

ブルグ近郊に近い将来新工場を設立する
かもしれない」（06年、Peter Verenbach
CEO、The Russian Business Monitor)

ZF
• 2005年、ZF Friedrichshafen 、タタルスタン
共和国に現地大型トラックメーカー Kamaz
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Delphi
• 1995年、サマーラ州に合弁会社設立

– 生産品目：ワイヤーハーネス

• 1998年、ロシア自動車メーカー、GＡＺから

シート生産を引き継ぐ旨合意し生産開始
– 生産品目：シート

• 2004年、Togliatti に第2工場を設立する方針
– GM Avotovaz へシート供給

TRW
• 2000年、モスクワに拠点を持つ SAVVAグ
ループと、シートベルトに関する技術供与
提携を発表
– 生産品目：ブレーキ、スイッチ

Johnson 
Controls

• OEMの工場進出にあわせてロシアに現地

進出した最初のサプライヤーと云われる
• 2005年、サンクトペテルブルグに生産拠

点を稼動
– 生産品目： シートシステム
– フォード「フォーカス」向けに 同期納入

• 2006年、現地企業との合弁により2つ目の

生産拠点設立予定
– 生産品目：内装部品（シート部品、6-7

万/年）
– 投資額： 300-500億ドル

• 2003年、サラーマ州に単独進出の工場設

立
– 生産品目：排気システム

Lear

Tenecco
Automotive

出所: 新聞雑誌記事、Marklines

Delphi
• 1995年、サマーラ州に合弁会社設立

– 生産品目：ワイヤーハーネス

• 1998年、ロシア自動車メーカー、GＡＺから

シート生産を引き継ぐ旨合意し生産開始
– 生産品目：シート

• 2004年、Togliatti に第2工場を設立する方針
– GM Avotovaz へシート供給

TRW
• 2000年、モスクワに拠点を持つ SAVVAグ
ループと、シートベルトに関する技術供与
提携を発表
– 生産品目：ブレーキ、スイッチ

Johnson 
Controls

• OEMの工場進出にあわせてロシアに現地

進出した最初のサプライヤーと云われる
• 2005年、サンクトペテルブルグに生産拠

点を稼動
– 生産品目： シートシステム
– フォード「フォーカス」向けに 同期納入

• 2006年、現地企業との合弁により2つ目の

生産拠点設立予定
– 生産品目：内装部品（シート部品、6-7

万/年）
– 投資額： 300-500億ドル

• 2003年、サラーマ州に単独進出の工場設

立
– 生産品目：排気システム
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停止した。人気車種 FOCUS の販売にも影響が免れない。同社は、2007 年の販売台数を 15 万

台と計画している。既に生産は再開したようではあるが解決には至らず労使関係は不安定な

状態が続く。過去数年の間にも何度か従業員によりサボタージュがあったという。不安定な

労使関係に対する対策はこれから進出するメーカーにとっても課題となるであろう。

部品調達の厳しさ

また、FORD は現地生産を促進する輸入関税に関する法制度「法令 135」（注）に基づき、

現地調達率要件 50%（生産開始後 60 ヶ月間）が現地生産の条件となっている。しかし、

2006 年には現地調達率が 35%までしか達せず、未達により政府に多額の追徴金（4 億ルーブ

ル：約 1,500 万ドル）を支払うことになった。その内 1 億 4200 万ルーブルはすでに支払わ

れていると聞く。このことから FORD にとってロシアのサプライ・ベースの新規開拓が予想

以上にうまくいっていないことが想定される。

FORD は、進出時にサンクトペテルブルグの銀行資本と組んでいるが、後に述べるルノーな

どのように政府と手を組んだメーカーに比べパートナーとしての基盤が脆弱であるかもしれ

ない。

政治介入のリスク

ロシア最大の自動車メーカー・アフトワズとの合弁事業（GM アフトワズ）を行ってい

る GM であるが、2005 年 12 月、アフトワズの経営権は武器輸出の国有企業ロスオボロネク

スポルトが握ることとなった。Wall Street Journal 紙によれば、「海外メーカーに急速に

シェアを奪われている痛める国内産業を再生するためのクレムリンの介入」という見方を報

じている。経営の悪化するアフトワズの救済ともいわれるが、ロシア政府の方針に伴い、突

然国営武器メーカーに変更している。アフトワズは、GM に GM 合弁の持分売却をするか、ア

フトワズの持分買収をするか、申し入れを行っている（06 年 4 月）。 その後、2006 年 5

月に GM は単独で現地工場を建設する旨発表している 。合弁相手先によっては突然の政策変

更に巻き込まれるという可能性もある。

インフラの未整備

インフラ面を見ると、ロシアでは一般的に工場団地を誘致側が建設するという発想がな

い。従って、現地生産に必要なインフラは自力で整備をせざるをえない。実際、トヨタや日

産もロシアでは自社で原野を開拓し工場を建設していると聞く。また、予想以上に急速に市

場が伸びている中で、輸送形態に鉄道を利用するという概念がこれまでロシアにはなかった

ため、輸送はトラックが中心となる。しかも、そのトラックもロシアでは非常に不足してい

るそうだ。例えば、完成車の物流輸送を例にあげると、モスクワやサンクトペテルブルグな

ど都市での道路は整備されているものの、仮に、広大な国土のロシアで地方都市、イルクー

ツクなどへ車を搬送する場合、モスクワ～シベリア間には鉄道が繋がっているのだが、そも

そも、ロシアには鉄道で搬送するという形態が存在していない。そのため、完成車輸送につ

いては、モスクワより数千キロも離れた同地までトラックで運ばなければならない。でこぼ

こ道で道路事情も悪く、コストは嵩み、さらに車両に対するダメージを考えると、非常に効

率が悪い。なお、トヨタは、日本からの部品(CKD)輸送については、（ウラジオストックか

ら）サンクトペテルブルグ間のシベリア鉄道を利用する計画であるが、これは現代自動車の

実績を参考にしているようだ。

港についても、ロシアでは不凍港が少なく、輸入に適した港の数が限られている。日本から

ロシアに輸入する場合には、サンクトペテルブルグで陸揚げするケースが一般的であるが、

港湾能力は既に限界を超えているという。ちなみに、日産自動車は部品陸揚げ用の港を自力

で整備する予定だと聞く。

ロシアの政情

    2000 年にプーチン大統領が就任した後、天然資源を経済再建に活用する方針を打ち出

し国家管理を強化、いったん民営化した資産の再国有化を行う例が見られる。このように突
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然会社が国策会社に変わることもロシアでは起こりうる。先に述べた GM アフトワズの例が

そうである。また、プーチン大統領の出身はサンクトペテルブルグであるが、サンクトペテ

ルブルグでは工場誘致が積極的に行われ、外資の巨大誘致先となっている。3期連続の続投

は現法では定められておらず次期 2008 年春の大統領選では、メドベージェフ第一副首相、

イワノフ副首相などが有力候補として噂されている。中央集権国家であるロシアにおいて、

政権次第では今後、外資政策も大きく変わる可能性がありうる。或いは、税金の減免など優

遇策を講じ積極的に外資企業を呼び寄せながら、中国のように、法人税の徴収厳格化、輸出

品にかける税率アップ、あるいは議論中であるが外資優遇税制の撤廃などといった優遇政策

を突然変更する可能性もあるかもしれない。

未だ残る制度の不透明性

また、最近ではプーチン政権が税関の幹部職員が汚職を理由に大量解雇するなど策を取

るようになったとはいえ、依然として税関の不透明性が残っているようだ。

例えば、家電メーカーでは、隣国フィンランドにおいてロシアの輸入業者に商品を売り渡し、

通関はロシア業者の手に委ねる例が多いと聞く。まじめに申告していては通関に時間がかか

る上に高い関税もかけられてしまうのだ。しかし、これでは関税をいくら払ったかが分から

ないため、市場でのマーケティング戦略や価格戦略を立てようとしてもなかなか難しいであ

ろう。日本の家電メーカーが現地生産に未だ踏み切っていないのはこうした事情も背景にあ

るかもしれない。

このようにロシアは経済成長性が著しく、BRICS 市場の中でも今後の潜在性を期待され

ている一方、大変難しい市場であるといえる。多くの専門家が自動車市場の成長性を謳って

いるものの今後減速あるいは変動する可能性があることも想定しておきたい。

9.  ロシア市場で成功するために ～「信用できるパートナー」を見つける

ロシアはリスクの高い市場でありながら、実際に同国で事業を行いうまくビジネスを軌

道に乗せている企業も複数存在する。そうした企業の例を見ていきたい。

ルノーは、モスクワ政府をパートナーとして選び良好な関係を築き続けている。1998

年にモスクワ市との折半出資により合弁会社「JSC Avtoframos」を設立した。その後、ルノ

ーは出資比率を徐々に引き上げ、現在はルノーの出資比率が 93.4%となっている。 最近で

は、2005 年 4 月より新工場で現地生産を開始した新興市場向けの戦略小型車ロガンの売れ

行きが好調であり、2006 年には、対前年比約 150%増の 72,484 台を販売している。

2007 年 2 月にも、ロガンの生産能力を現在の 2倍の 16 万台に引上げる旨モスクワ市と正式

調印を発表している。

韓国自動車メーカーの進出形態も面白い。彼らは、「何もそろっていない野原」に

工場を建てることはしない。ロシアの乗用車市場に進出しているほとんどの韓国メーカーは

既存のロシア企業を委託生産などの形で活用している。

起亜自動車は、SOK グループ（ロシアの大型自動車・部品メーカー）傘下の Izh-Avto （イ

ジマシ・アウト）と組んでいる。同社は、複数の海外 OEM 向けの委託生産で自社の生産施設

を提供している。起亜モデル向けの溶接、塗装、組み立て用の新規設備が備えられており、

ここで「Kia Spectra」の現地組立が行われている。たとえば、溶接（3 工程）は 4万台分

の生産能力があり、内 1工程で Spectra の溶接が行われている。（図表７：Izh-Avto の現

行生産能力）現代自動車も、乗用車について TagAZ （タガズ）と提携、委託生産を行って

おり、ロシアでは 10 万台以上販売している。但し、昨年来続いている韓国におけるストラ

イキの長期化の影響を受け、現地生産用 CKD や輸入完成車の「玉」不足といった事情も抱え

ている。
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図 7：IzhAvuto の現行生産能力

最近の日本メーカーの例を見てみると、2007 年 2 月にいすゞ自動車が委託生産を行っ

ていたロシアのトラック・バスメーカー UAZ （ウリヤノフスク自動車工場）と合弁会社設

立に向けた検討を行う旨発表している。同社は、委託生産から合弁事業へと現地進出の形態

を一歩前進させたわけだ。また、石川島播磨重工業も、2007 年 1 月、ロシアのトラックメ

ーカー大手であるジル社との合弁事業を決めている。石川島播磨が株式の半分以上を取得、

社長の派遣も行うという。元々同社にとっては納入先でありかねてより合弁を持ちかけてい

たようである。

部品メーカーでは、ドイツメーカーの Hella が SOK グループの傘下企業であるアフト

スウェトと提携、自動車用ライトを生産している。また、Siemens VDO は、1995 年に現地

企業 ELCAR と合弁会社を設立し、エンジニアリング・サービス事業を行っている。主に、

EU 排ガス基準に対応できる製品導入のサポートを行っているという。

また、販売面では、ロシアでの販売がトヨタに次いで 2位と販売事業で成功している三

菱自動車が現地パートナーを活用している。ソ連崩壊後、三菱商事が自動車事業に全く無関

係であった元軍人出身のロルフ氏を見出し、同氏の人柄を見込んで三菱自動車のロシア販売

事業を委ねたという。今では、「ロルフ」はロシアの輸入車ディーラーでは日本の「ヤナ

セ」のような存在となっている。

あるいは、先に紹介した旭硝子のようにロシア企業を買収する例もある。グラバーベル

（旭硝子の欧州子会社）は進出当初、欧州復興開発銀行、国際金融公社とコンソーシアムを

組むことにより全額買収によるリスクを回避する狙いも視野に入れていたという。現在では、

83%の株式を取得している。また、家電メーカー・インデシットのようにロシアの地場ブラ

ンド（スティノール）を買収するといった形態もみられる。
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まとめ

かつて日本企業にとって非常に理解しにくい国といわれていた中国以上に、ロシアは距

離的にも遠く、日本企業にとっては手探りの状況が続いている。ロシア市場に単独で参入す

るには投資面でのリスクだけではなく、さまざまな点において慎重に検討すべき点が多いこ

とを考察してみた。これからロシア市場へ参入を検討している企業は、まず、ロシア政府・

有力な金融機関、企業との提携あるいは買収などロシア・ビジネスに精通したリソースの活

用を検討することが望ましいと思われる。最終的に単独進出をするとしても、まずこのよう

な形で出て行って需要動向を見極めながら次の手に進んでいくのも方法として有効のようで

ある。

以上

Word (7,380)

注１） 1998 年 2 月に制定された現地生産を促進するための輸入関税。生産

開始後 60 ヶ月以内に現地調達率 50%の達成が必要とされる。


